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二
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青
鳳
会
講
師 

 

吉 
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久 

 

素
問
と
霊
枢
と
は
、
こ
の
よ
う
な
書
物
で
す
と
い
う
案
内
の
講
座
を
毎
年
行
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
年
に
は
、
素
問
・
霊
枢
を
通
し
て
も
っ
と
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
霊
枢

の
「
九
鍼
十
二
原
」
を
取
り
上
げ
た
。 

霊
枢
の
九
鍼
十
二
原
に
は
、
手
足
の
八
関
節
に
経
脈
の
原
穴
を
求
め
、
こ
れ
を
「
気
穴(

気

の
出
入
り
す
る
穴)

」
と
定
め
て
、
小
鍼
を
も
っ
て
こ
こ
か
ら
患
者
の
気
に
働
き
か
け
る
と
い

う
、
現
在
の
我
々
が
行
な
っ
て
い
る
毫
鍼
治
療
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

い
ま
「
現
在
の
我
々
が
行
な
っ
て
い
る
毫
鍼
治
療
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
」
と
一
言

で
述
べ
た
が
、
現
在
の
我
々
が
、
霊
枢
の
原
形
が
整
っ
た
後
漢
時
代
、
す
な
わ
ち
１
８
０
０

～
２
０
０
０
年
前
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
奇
跡
の
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
去
年
、
私
は
素
問
「
寳
命
全
形
論(
命
を
寶
と
し
、
形
＝
身
体
を
全
か

ら
ん
と
す
る)

」
を
案
内
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
も
そ
も
出
発
点
の
違
う
素
問
と
霊
枢
の
立

場
が
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
「
寳
命
全
形
論
」
に
は
「2-2

是
を
壞
府

と
謂
ひ
、
毒
藥
も
治
す
る
こ
と
無
く
、
短
鍼
も
取
る
こ
と
無
し
」
「6-2(
九
鍼
十
二
原
の
刺

法
を
指
し
て)

今
は
末
世
の
刺
な
り
」
と
い
っ
た
、
明
確
に
霊
枢
派
を
否
定
す
る
言
葉
も
み
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
い
ま
素
問
・
霊
枢
と
並
び
称
さ
れ
る
こ
の
両
書
が
、
実
は
大
き
く
立
脚
点

を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
素
問
と
霊
枢
が
持
っ
て
い
る
「
物
語
」
を
知
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
素

問
・
霊
枢
の
世
界
に
親
し
み
を
持
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

  Ⅰ
 

八
正
神
明
論
の
概
要 

 

「
八
正
神
明
論
」
「
離
合
眞
邪
論
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
全
元
起
本
素
問
』
の
第
一
・
二
巻
に
あ
る
。
全

元
起
本
の
第
一
・
二
巻
に
あ
る
各
篇
は
、
『
霊
枢
』
の
九
鍼
十
二
原
を
目
標
と
し
て
、
そ
れ
に
ど
う

『素
問
』学
派
と
し
て
対
応
す
る
か
を
念
頭
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。(

「寳
命
全
形
論
」は
全
元
起
本

第
六
巻) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〈 

島
田
隆
司 

〉 

 

１ 

鍼
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
法
則
と
は
何
か 

天
地
の
法
則
に
法
り
四
時
八
正
の
気
を
候
っ
て
刺
す
こ
と
だ
。 



 2 

２ 

恒
星
の
運
行
と
八
正
を
観
測
す
る
所
以 

恒
星
が
、
日
と
月
の
運
行
を
制
し
て
い
る
し
、
季
節
ご
と
に
八
正(

八
つ
の
方
角)

か
ら
吹
く

八
風
の
虚
邪
が
人
を
害
す
る
の
で
、
こ
の
二
つ
を
観
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
「
冥
冥
」
に
観
る
、
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
気
の
世
界
は
、
目
に
見

え
ず
、
手
に
も
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
鍼
の
上
工
だ
け
は
、
そ
れ
が
分
っ
て
治
療
に
当
た
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。 

 

３ 

三
部
九
候
論
に
よ
る
治
療 

素
問
学
派
独
自
の
三
部
九
候
論
に
も
と
づ
く
治
療
の
重
要
さ
が
説
か
れ
る
。
加
え
て
鍼
の
上

工
と
下
工
、
補
寫
法(

こ
こ
で
は
員
法
＝
補
と
方
法
＝
瀉
法)

に
つ
い
て
も
説
か
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
霊
枢
派
を
つ
よ
く
意
識
し
た
文
と
な
っ
て
い
る
。 

 

４ 

形
と
神
・
・
・
「
冥
冥
」
の
世
界
に
出
入
り
す
る
鍼
工
の
神
秘
的
・
超
人
的
能
力 

形
、
神
と
も
に
「
九
鍼
十
二
原
」
に
表
れ
る
重
要
な
概
念
だ
が
、
素
問
で
は
そ
の
以
前
に
「
冥

冥
」
の
世
界
を
提
出
し
て
、
目
に
見
え
ず
・
手
で
も
触
れ
ら
れ
な
い
気
の
状
態
を
診
察
し
て

治
療
に
あ
た
る
鍼
工
の
、
神
秘
的
・
超
人
的
な
能
力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。 

こ
こ
も
、
「
九
鍼
十
二
原
」
の
「
神
乎
神
」
と
い
う
特
徴
的
な
句(
決
め
台
詞)

を
用
い
な
が

ら
も
、
新
た
に
「
形
乎
形
」
と
い
う
句
ま
で
創
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
「
九
鍼
十
二
原
」
に
対

抗
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
確
で
あ
る
。
最
後
に
は
「
九
鍼
の
論
、
必
ず
し
も
存(

の
こ)

ら

ざ
ら
ん
」
と
ま
で
結
論
す
る
の
は
、
素
問
と
し
て
も
珍
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

  Ⅱ
 

詳 

論 

１ 

鍼
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
法
則 

天
地
の
法
則
に
法
り
四
時
八
正
の
気
を
候
っ
て
刺
す 
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《
読
み
下
し
文
》 

1
-1

 

黄
帝
問
ふ
て
曰
く
、
鍼
を
用
ゐ
て
服(

身
に
着
け
る)

す
は
、
必
ず
法
則
、
有
ら
ん
、
今
、

何
に
法
り
、
何
に
則
ら
ん
。 

1
-2

,4
 

天
に
法
り
、
地
に
則
ら
ば
、
天
光
に
合
さ
ん
。
凡
そ
刺
の
法
は
、
必
ず
日
月
星
辰(

恒

星)
、
四
時
八
正
の
氣
を
候
ひ
、
氣
、
定
ま
れ
ば
乃
ち
刺
す
。 

《
現
代
日
本
語
訳
》 

黄
帝
が
問
う
て
言
う
に
は
、
刺
鍼
の
術
を
身
に
つ
け
る
に
は
必
ず
そ
の
法
と
い
う
も
の
が
あ

る
だ
ろ
う
が
、
何
に
法
っ
と
り
、
何
に
従
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

岐
伯
が
天
の
法
則
に
法
っ
と
り
、
地
の
法
則
に
従
え
ば
、
天
光
に
合
致
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
お
よ
そ
刺
鍼
に
際
し
て
は
、
必
ず
太
陽
と
月
・
恒
星
の
位
置
、
そ
れ
か
ら
四
季

時
々
の
気
の
模
様
、
八
節(
立
春
、
春
分
、
立
夏
、
夏
至
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至)

の

正
気
を
候
い
、
そ
の
気
に
対
す
る
判
断
が
定
ま
っ
て
か
ら
刺
し
ま
す
。 

  

素
問
・
四
氣
調
神
大
論
２
の
精
神
に
通
ず
る 

1
-1

春
三
月
は
、
此
を
發
陳
と
謂
ひ
、
天
地
、
俱
に
生(

は)

ゑ(

成
長
す
る)

、
萬
物
、
以
て
榮

ゆ
。
夜
は
臥
し
、
早
く
起
き
、
庭
に
廣
く
步
み
、
髮
を
被(
き)

り
形
を
緩
め
、
以
て
志
を
生(

の)

ば
使
め
、
生
ば
し
て
殺
す
勿
れ
、
予
へ
て
奪
ふ
勿
れ
、
賞(
た
ふ
と)

び
て
罰
す
る
勿
れ
。
此

れ
春
氣
の
應
に
し
て
、
養
生
の
道
な
り
。
之
に
逆
す
れ
ば
則
ち
肝
を
傷
り
、
夏
に
寒
變
を
爲

し
、
長
を
奉
ず
れ
ば
少
な
し
。 

「
春
の
三
ヶ
月
は
「
発
陳
」
と
言
い
、
天
も
地
も
、
と
も
に
成
長
し
、
万
物
は
栄
え
る
。
夜

は
寝
て
し
ま
い
、
朝
は
早
く
起
き
、
庭
を
広
く
步
き
、
髮
の
束
ね
を
切
り
、
衣
服
を
を
弛
め

て
、
意
思
も
伸
び
伸
び
さ
せ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
秋
令
に
法
っ
た
生
活
を
す
れ
ば
肝
を
傷
る

こ
と
に
な
り<

金
剋
木>

、
夏
に
寒
変
を
起
こ
す
。
夏
令
で
あ
る
長
を
奉
ず
る
生
活
を
お
く
る

者
に
は
、
こ
う
し
た
病
は
少
な
い
」 

 

【 

霊 

枢 

】  

《
読
み
下
し
文
》 

8
 

小
鍼
の
要
は
陳
ぶ
る
に
易
く
、
入
る
※
に
難
し
。
麤 そ

は
形
を
守
り
、
上
は
神
を
守
る
、
神
な 

る
か
な
神
。 

《
現
代
日
本
語
訳
》 

小
鍼
を
用
い
た
治
療
の
要
は
、
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、
身
に
つ
け
る
の
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
粗
工
は 

刺
す
形
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
上
工
は
鍼
治
に
付
随
す
る
優
れ
た
精
神
を
守
っ
て
刺
す
。
工
の 

神
技
こ
そ
、
ま
さ
に
神
威
の
現
れ
で
あ
る
。 

※
入 

あ
る
境
地
に
達
す
る
、
進
む 

 

入
玄
「
思
ひ
玄
に
入
る
」
奥
深
い
思
い
に
な
る 

<

宋
・
蘇
軾
〉 

入
妙
「
吟
詠
を
喜
び
、
顛
草(

草
書)

を
善
く
し
、
梅
を
画(

え
が)

き
て
は
尤
も
妙
品
に
入 

る
」<

清
・
錢
泳
輯
『
履
園
叢
話
』> 

 



 4 

■ 

用
鍼
の
服 

『霊
枢
』の
官
能73

 

 
用
鍼
之
服
、
必
有
法
則
、
上
視
天
光
、
下
司
八
正
、
以
避
虚
邪
、
而
観
百
姓
、
審
於
虚
實
、
無
犯

其
邪
。 

 

「
用
鍼
の
服
は
、
必
ず
法
則
有
り
。
上
は
天
光
を
視
、
下
は
八
正
を
司
る
。
以
て
虚
邪
を
避
け
、

百
姓
を
観
じ
、
虚
実
を
審
ら
か
に
し
、
そ
の
邪
を
犯
す
こ
と
無
か
れ
」 

・素
問
を
意
識
し
た
論
と
な
っ
て
い
る
。 

  

２ 

恒
星
の
運
行
と
八
正
を
観
測
す
る
所
以 

 

 4
-1

 

帝
曰
く
、
星
辰
八
正
は
何
ぞ
候
ふ
。 

帝
が
言
う
に
は
、
星
辰
八
正
を
候
う
の
は
何
故
か
。 

4
-2

a 

岐
伯
曰
く
、
星
辰
は
、
日
月
の
行(

め
ぐ)

り
を
制
す
る
所
以(

ゆ
え
ん)

な
り
。 

岐
伯
が
答
え
て
言
う
に
は
、
星
辰(

恒
星)

を
候
う(

位
置
を
観
測
す
る)

こ
と
は
、
日
月
の
行

り(

＝
何
月
何
日
で
あ
る
か)

を
決
定
す
る
根
拠
で
す
。 

4
-2

b

八
正
は
、
八
風
の
虚
邪
を
候
ひ
て
、
時
、
至
る
と
以(

な)

す
所
以
な
り
。 

八
正
は
、
八
節
の
風
の
虚
邪
を
候
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
ま
っ
た
時
節
が
め
ぐ
っ
て
来
た
と

決
定
す
る
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。 

4
-2

c

四
時
は
、
春
秋
冬
夏
の
氣
の
所
在
を
分
け
、
時
、
調
ふ
と
以(

な)

す
所
以
な
り
。
八
正

の
虚
邪
は
、
而
ち
之
を
避
け
て
犯
す
勿
れ
。 



 5 

四
時
と
は
、
春
夏
秋
冬
の
生
長
収
藏
の
気
を
分
け
て
、
季
節
の
気
が
調
っ
た
と
決
定
す
る
根

拠
と
な
り
ま
す
。
八
節
の
風
気
の
虚
邪
と
い
う
も
の
は
、
避
け
て
犯
さ
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 
※
八
風
…<

鍼
解
篇28>

東
方
・
明
庶
風
、
東
南
・
明
清
風
、
南
方
・
景
風
、
西
南
・
涼
風
、 

西

方
・
閶
闔
風(

シ
ョ
ウ
コ
ウ
フ
ウ)

、
西
北
・
周
風
、
北
方
・
広
莫
風
、
東
北
・
融
風 

 

王
冰･

･
･

八
正
、
謂
八
節
之
正
氣
也
。
八
風
者
、
東
方
嬰
兄
風
、
南
方
大
弱
風
、
西
方
剛
風
、

北
方
大
剛
風
、
東
北
方
凶
風
、
東
南
方
弱
風
、
西
南
方
謀
風
、
西
北
方
折
風
也
。 

 

日
月
の
運
行
を
測
定
し
、
八
正
を
候
う
理
由
は
、
自
然
と
調
和
し
た
生
活
、
自
然
の
め
ぐ
り

に
沿
っ
た
生
活
を
送
る
た
め
。 

 

馬
元
台
「
八
正
者
八
節
之
正
氣
也
。
四
立
二
分
二
至
曰
八
正
」 

●
八
正
に
つ
い
て
は
二
説
あ
る
。 

① 

四
立
、
二
分
、
二
至
、
す
な
わ
ち
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
、
春
分
、
秋
分
、
夏
至
、
冬
至
の

八
つ
の
節
気
を
指
す
。 

② 

『
史
記
』
律
暦
書
の
注
と
し
て
書
か
れ
た
司
馬
貞
の
『
索
隠
』
に
は
、
「
八
節
の
気 

以
て
八
方
の

風
に
応
ず
る
」
と
あ
り
、
八
方
の
風
に
意
味
を
お
い
て
い
る
。
＝
東
西
南
北
、
東
北
東
南
、
西
北
西

南
＝
王
注
と
同 

  

 

 5
-1

,2
 

帝
曰
く
善
し
と
。
其
れ
星
辰
に
法
る
は
、
余
、
之
を
聞
け
り
。
願
は
く
ば
往
古
に
法
る

を
聞
か
む
。 

岐
伯
曰
く
、
往
古
に
法
る
と
は
、
先
づ
鍼
經
を
知
る
也
。
今
來(

今
と
将
来)

に
驗
す
と
は
、

先
づ
日
の
寒
温
、
月
の
虚
盛
を
知
り
、
以
て
氣
の
浮
沈
を
候
ひ
て
身
に
調
へ
れ
ば
、
其
れ
立

ち
ど
こ
ろ
に
驗(

し
る
し)

有
る
を
觀
る
也
。 

 

帝
が
言
う
に
は
、
善
し
と
。
恒
星
の
運
行
に
法
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
聞
い
た
。
今

度
は
往
古
の
時
代
に
、
恒
星
の
運
行
に
ど
の
よ
う
に
法
っ
た
学
問
と
生
活
が
あ
っ
た
の
か
を

聞
き
た
い
も
の
だ
。 



 6 

岐
伯
が
言
う
に
は
、
往
古
の
法
に
法
る
に
は
、
ま
ず
霊
枢
經
の
元
と
な
っ
た
鍼
經
、
な
か
で

も
古
鍼
經
を
理
解
す
べ
き
で
す
※
。
現
在
を
正
し
く
知
り
、
将
来
に
つ
い
て
の
正
確
な
予
兆

を
得
る
に
は
、
ま
ず
日
の
寒
温
、
月
の
虚
盛
を
知
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
気
の
浮
沈
を
候
い
、

身
体
を
調
え
れ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
驗(

し
る
し)

が
現
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

※
霊
枢
か
ら
引
用
し
た
詳
細
な
王
氏
の
注
は
、
当
篇

1
-4

に
附
し
て
あ
り
、
こ
れ
は
衛
気
行

76

の
内
容
を
引
い
て
い
る
。 

九
鍼
十
二
原
を
見
る
か
ぎ
り
、
霊
枢
で
は
時
制
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
治
療
に
当
た
る
と
思
わ
れ

る
が
、
古
い
時
代
に
は
時
制
に
従
っ
た
治
療
法
を
採
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
資
料
の
９
頁
に
見
ら
れ
る
「
大
要
」
な
ど
が
、
こ
の
古
鍼
經
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

■ 

霊
枢
で
は
、
季
節
や
時
制
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。 

九
鍼
十
二
原

5
8

無
實
無
虚(

無
實
實
虚
虚_

甲
乙
、
無
實
實
無
虚
虚_

太
素) 

。
損
不
足
而
益

有
餘
、
是
謂
甚
病
、
病
益
甚
。 

實
せ
る
を
實
す
る
無
か
れ
、
虚
せ
る
を
虚
す
る
無
か
れ
。
足
ら
ざ
る
を
損
ひ
、
餘
り
有
る
を

益
せ
ば
、
是
を
甚
病
と
謂
ひ
、
病
、
益
々
甚
し
か
ら
ん
。 

  

■ 

神
秘
論
・
超
人
論
・
・
・
「
冥
冥
に
觀
る
」 

 

 

 6
-1

 

其
の
冥
冥
に
觀
る
と
は
、
形
氣
、
榮
衞
の
外
に
形(

あ
ら
は)

れ
ざ
れ
ど
も
、
工
、
獨
り
之

を
知
る
を
言
ふ
な
り
。 

「
冥
冥
」
を
観
る
と
は
、
身
体
の
気
が
、
榮
衞(

血
中
の
栄
養
成
分
と
、
身
体
を
動
か
す
気
※)

と
な
っ
て
目
に
見
え
て
い
な
く
と
も
、
鍼
の
上
工
だ
け
に
は
、
そ
れ
が
分
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

※
有
貨
、
以
衛
身
也
。
貨
を
有
つ
は
、
以
て
身
を
衛(

い
と
な)

む
也
。
財
産
を
持
つ
の
は
、

そ
れ
で
身
を
養
う
た
め
で
あ
る
。<

國
語
・
魯
下>

『
漢
辭
海
』
と
あ
り
、
こ
れ
に
し
た
が
え

ば
、
「
衛
気
」
と
は
、
「
衛(

ま
も)

る
」
の
義
に
重
点
を
置
い
た
、
身
体
防
御
の
機
構
と
考

え
る
よ
り
、
身
体
を
衛(

い
と
な)

む
働
き
を
受
け
持
つ
気
だ
と
考
え
る
方
が
、
は
る
か
に
自

然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 



 7 

6
-2

 

日
の
寒
温
、
月
の
虚
盛
、
四
時
の
氣
の
浮
沈
を
以
て
參
伍(

比
較
し
て
調
べ
る)

し
、
相
ひ

合
せ
て
之
を
調
へ
る
な
り
。
工
、
常
に
之
を
先
見
す
、
然
れ
ど
も
外
に
形
は
れ
ざ
る
が
故
に
、

冥
冥
に
觀
る
と
曰
ふ
。 

日
の
寒
温
、
月
の
満
ち
欠
け
、
四
季
の
気
の
浮
沈
を
比
較
し
て
調
べ
、
相
い
合
せ
て
身
体
を

調
え
る
の
で
す
。
鍼
の
上
工
と
い
う
も
の
は
、
常
に
先
を
見
越
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、
気

に
係
わ
る
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
が
故
に
、
冥
冥
に
観
る
と
言
う
の
で
す
。 

6
-3

無
窮
に
通
ず
れ
ば
、
後
世
に
傳
ふ
可
し
。
是
れ
が
故
に
、
工
、
異
な
れ
る
所
以
な
り
。 

鍼
の
上
工
の
こ
の
見
方
は
無
窮
に
通
ず
る
も
の
で
す
の
で
、
後
世
に
残
し
伝
え
る
べ
き
も
の

で
す
。
そ
れ
故
に
、
鍼
の
上
工
と
は
、
人
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

  

３ 

三
部
九
候
論
に
よ
る
治
療 

三
部
九
候
論
・
・
・
霊
枢
・
九
鍼
十
二
原
に
対
抗
す
る
た
め
の
独
自
の
論 

 

 7
-3

 

上
工
は
其
の
萌
牙
に
救(

と
ど)

む
。
必
ず
先
づ
三
部
九
候
の
氣
を
見
、
盡
く
調
へ
て
敗(

や

ぶ
、
失
敗
す
る)

る
こ
と
な
く
之
を
救
む
。
故
に
上
工
と
曰
ふ
。
下
工
は
其
の
已
に
成
り
た
る

を
救
め
、
其
の
已
に
敗
れ
た
る
を
救
む
。
其
の
已
に
成
り
た
る
を
救
む
と
は
、
三
部
九
候
の

相
ひ
失
へ
る
を
知
ら
ず
、
病
に
因
つ
て
敗
れ
た
る
を
言
ふ
な
り
。 

鍼
の
上
工
は
、
入
っ
た
邪
気
の
萌
牙
の
う
ち
に
止(

と
ど)

め
ま
す
。
必
ず
先
づ
三
部
九
候
の

気
を
見
、
盡
く
調
え
て
、
そ
れ
以
上
進
行
す
る
こ
と
が
な
い
う
ち
に
こ
れ
を
止
め
る
の
で
、

鍼
の
上
工
と
言
う
の
で
す
。
下
工
は
邪
気
が
病
を
成
し
、
身
体
が
病
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
て

か
ら
病
を
治
す
の
で
す
。
邪
気
が
病
を
成
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
治
す
と
は
、
三
部
九
候
脈
が

互
い
に
失
調
し
て
い
る
の
が
分
ら
な
か
っ
た
結
果
、
身
体
が
病
に
傷
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

言
う
の
で
す
。 

 

■ 

上
工
と
下
工 

【 

霊 

枢 

】  

9

～1
0

 

麤
守
形
、
上
守
神
、
神
乎
神
。
客
在
門
、
未
覩
其
疾
、
惡
知
其
原
。 

9

～1
0

 

麤
は
形
を
守
り
、
上
は
神
を
守
る
、
神
な
る
か
な
神
。
客
、
門
に
在
り
、
い
ま
だ
其
の 

疾
を
覩
ざ
る
に
、
惡
ん
ぞ
其
の
原
を
知
ら
む
。 

粗
工
は
刺
す
形
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
上
工
は
鍼
治
に
付
随
す
る
優
れ
た
精
神
を
守
っ 

て
刺
す
。
上
工
の
神
技
こ
そ
、
ま
さ
に
神
威
の
現
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
邪
が
体
に
取
り
付
い 
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た
ば
か
り
で
、
ま
だ
病
に
罹
っ
た
と
い
え
る
状
態
で
も
な
い
の
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の 

原
因
を
見
極
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 1
1
 

刺
之
微
在
速
遲
。
麤 そ

守
關
、
上
守
機
。 

1
1

刺
の
微
は
速
遲
に
在
り
。
麤
は
關(

関
節)

を
守
り
、
上
は
機(

タ
イ
ミ
ン
グ)

を
守
る
。 

鍼
を
刺
す
巧
妙
さ
と
は
、
素
早
く
行
な
う
か
、
ゆ
っ
く
り
行
な
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
粗 

工
は
関
節
に
あ
る
原
穴
の
位
置
に
だ
け
こ
だ
わ
る
も
の
だ
が
、
上
工
は
鍼
の
刺
抜
や
運
鍼
の 

タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
気
の
往
来
す
る
気
配
を
大
事
に
し
て
い
る
。 

 

【
八
正
神
明
論
】  

7
-4

 

其
の
所
在
を
知
る
者
は
、
三
部
九
候
の
病
脈
を
診
て
、
處
し
て
之
を
治
す
を
知
る
。
故
に

其
の
門
戸
を
守
り
、
其
の
情
を
知
ら
ず
し
て
、
邪
の
形
は
る
る
を
見
る
と
曰
ふ
也
。 

病
の
所
在
が
分
る
上
工
は
、
三
部
九
候
の
病
脈
を
探
し
当
て
、
處
治
し
て
治
す
方
法
を
知
っ

て
い
ま
す
。
故
に
、
病
の
入
り
口
と
な
る
門
戸
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
ん
な
病
が
襲
っ

て
く
る
か
分
ら
な
い
の
に
、
邪
が
現
れ
れ
ば
わ
か
る
の
で
す
。 

  

■ 

補
寫
法
・
・
・
方
法(

瀉)

と
員
法(

補) 

 

 8
-1

～2
a
,b 

帝
曰
く
、
余
、
補
寫
を
聞
け
ど
も
、
未
だ
其
の
意
を
得
ず
。 

岐
伯
曰
く
、
寫
は
必
ず
方(

逆
ら
う)

を
用
ふ
。
方
と
は
、
以
て
氣
の
方(

ま
さ)

に
盛
ん
な
ら

む
と
す
る
や
、
以
て
月
の
方
に
滿
ち
ん
と
す
る
や
、
以
て
日
の
方
に
温
か
く
な
ら
む
と
す
る

や
、
以
て
身
を
方
に
定
め
ん
と
す
る
也
。
息
を
方
に
吸
わ
ん
と
す
る
に
鍼
を
内
れ
、
乃
ち
復

た
其
の
方(

ま
さ)

に
吸
わ
ん
と
す
る
を
候
ひ
て
鍼
を
轉
ず
。
乃
ち
復
た
其
の
方
に
呼(

は)

か

む
と
す
る
を
候
ひ
て
、
徐
ろ
に
鍼
を
引
く(

抜
く)

。
故
に
、
寫
は
必
ず
方
を
用
ゐ
れ
ば
、
其

の
氣
は
而
ち
行
る
と
曰
ふ
。 
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帝
が
言
う
に
は
、
私
は
、
補
寫
法
の
存
在
に
つ
い
て
聞
い
て
は
い
る
が
、
そ
の
技
術
に
つ
い

て
は
知
ら
な
い
の
だ
、
と
。 

岐
伯
が
言
う
に
は
、
寫
に
は
必
ず
「
方(

逆
ら
う)

」
の
刺
法
を
用
い
ま
す
。
「
方
」
と
は
、

気
が
盛
ん
に
な
る
、
月
が
満
月
と
な
る
、
太
陽
が
温
か
く
な
る
時
期
を
見
計
ら
っ
て
、
患
者

の
治
療
を
行
な
う
の
で
す
。
息
を
吸
お
う
と
す
る
瞬
間
に
鍼
を
入
れ
、
ま
た
息
を
吸
お
う
と

す
る
瞬
間
に
鍼
尖
を
転
ず
る
の
で
す
。
一
方
、
ま
た
息
を
吐
こ
う
と
す
る
瞬
間
に
、
静
か
に

鍼
を
抜
く
の
で
す
。
故
に
、
寫
法
を
行
な
う
に
は
、
必
ず
こ
の
「
方
」
法
を
用
い
れ
ば
、
患

者
の
気
は
行
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。 

 8
-3

a

～c 

補
は
必
ず
員(
ふ
や
す)

を
用
う
、
員
と
は
行
ら
す
也
、
行
ら
す
と
は
移
す
也
※
１
。 

刺
す
は
必
ず
其
の
榮
※
２
に
中(
あ)

て
よ
、
復
た
吸
ふ
を
以
て
鍼
を
排
す
也
。 

故
に
員
と
方
と
は
、
鍼
に
非
ざ
る
也
※
３
。 

補
に
は
必
ず
「
員(

ふ
や
す)

」
の
刺
法
を
用
い
ま
す
。
「
員
」
と
は
行
ら
す
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
行
ら
す
と
は
他
所
へ
移
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
刺
入
す
る
に
は
必
ず
、
栄
分
で
あ
る

血
液
の
廻
る
深
い
と
こ
ろ
ま
で
鍼
を
進
め
ま
す
。
抜
鍼
の
際
に
は
、
患
者
が
息
を
吸
う
に
従

っ
て
鍼
を
抜
く
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
の
言
う
「
員
」
法
と
「
方
」
法
と
は
、
鍼
の
形

の
こ
と
で
は
な
く
、
気
を
廻
ら
し
た
り
、
他
所
へ
移
し
た
り
す
る
、
気
を
扱
う
術
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

 

※
１ 

『孫
子
』勢
篇 

「木
石
之
性
、
安
則
静
、
危
則
動
、
方(

四
角
い)
則
止
、
圓
則
行
」 

※
２ 

榮 

「
栄
衛
」
の
栄
、
こ
の
場
合
は
血
液
。 

王
注･･･

鍼
入
至
血
、
謂
之
中
榮
。 

※
３
「
鍼
に
非
ざ
る
也
」
＝
九
鍼
十
二
原
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
鍼
形
を
病
状
に
よ

っ
て
選
択
す
る
こ
と
で
は
な
い
。 

 

■ 

他
篇
・
他
書
に
現
れ
る
補
瀉
法 

〇
【
寳
命
全
形
論
】・
・
・ 

近
法(

寫)

と
遠
法(

補) 

7
-3

a
 

人
に
虚
實
有
れ
ば
、
五
虚
は
近(

近
速
の
刺
法)

勿
か
れ
、
五
實
は
遠(

遠
遲
の
刺
法)

勿

か
れ
、
其
の
當
に
發
せ
む
と
す
る
に
至
ら
ば
、
間
に
□(

日
＋
寅
、
ま
ば
た
き) 

※
を
容
れ
ず
。 

病
人
に
は
虚
實
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
、
五
藏
の
虚
の
場
合
は
『
霊
枢
・
小
鍼
解
』
に
い

う
近
速
の
刺
法
、
五
藏
の
實
の
場
合
は
遠
遲
の
刺
法
は
、
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
鍼
の
効
果

は
た
ち
ま
ち
現
れ
る
の
で
、
瞬
き
を
し
て
い
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【 

霊
枢
・
九
鍼
十
二
原 

】  

2
1
 

大
要

だ
い
え
う

に
曰
く
、
徐
に
し
て
疾
な
ら
ば
則
ち
實
し
、
疾
に
し
て
徐
な
ら
ば
則
ち
虚
す
と
。
實
と
虚 

と
を
言
へば
、
有
る
が
若
く
、
無
き
が
若
し
。 

『
大
要
』
に
は
実
法
と
虚
法
に
つ
い
て
、
鍼
を
ゆ
っ
く
り
刺
し
、
す
ば
や
く
抜
け
ば
、
実
せ 

し
め
る
こ
と
が
で
き
る(

実
法)

。
ま
た
、
刺
鍼
を
早
く
し
、
抜
鍼
を
ゆ
っ
く
り
行
な
え
ば
、 

虚
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る(

虚
法)

、
と
書
い
て
あ
る
。
実
と
は
気
が
有
る
が
ご
と
く
に
な 
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り
、
虚
と
は
気
が
無
く
な
っ
た
ご
と
く
に
な
る
。 

2
2

 

後
と
先
と
を
察
す
れ
ば
、
存
る
が
若
く
、
亡
き
が
若
し
。
虚
と
實
と
を
爲
せ
ば
、
得
る
が
若 

く
、
失
ふ
が
若
し
。 

治
療
後
と
そ
の
前
を
考
え
れ
ば
、(

実
法
の
場
合
は)

気
が
存
る
が
ご
と
く
に
な
り
、(

虚
法
の 

場
合
は)
気
は
亡
き
が
若
く
に
な
る
。
虚
法
と
実
法
を
行
な
え
ば
、
気
を
得
る
こ
と
も
失
く
す 

こ
と
も
自
在
で
あ
る
。 

 

〇
【 

霊
枢
・
官
能

7
3
 

】
・・・ 

八
正
神
明
論
と
は
逆 

寫
は
必
ず
員
を
用
ふ
。
・・・
補
は
必
ず
方
を
用
ふ
。 

 

〇
【 

霊
枢
・
官
能73 

】
・・・ 
八
正
神
明
論
と
は
逆 

寫
は
必
ず
員
を
用
ふ
。(

刺
入
時)
切
し
て(

撫
で
て)

轉(

め
ぐ)

ら
せ
ば
、
其
の
氣
、
乃
ち
行
る
。(

刺

鍼
時)

疾
く
し
て(

抜
鍼
時
に)

徐
ろ
に
出
だ
せ
ば
、
邪
氣
、
乃
ち
出
ず
。(

そ
の
時
に
皮
膚
を)

伸
し
て

(

邪
気
を)

迎
へ
、
、(

押
手
を)

搖
ら
し
て
其
の
穴
を
大(

お
ほ)

い
に
す
れ
ば
、
氣
、
出
づ
る
こ
と
乃
ち
疾

し
。 補

は
必
ず
方
を
用
ふ
。(

刺
入
時)

外
の
か
た
其
の
皮
を
引
き
、
其
の
門
に
當
ら
し
む
。
左(

手)

は

其
の
樞
を
引
き
、
右(

手)

は
其
の
膚
を
推
す
。
微
か
に(
鍼
を)

旋
じ
て
徐
ろ
に
推
す
。
必
ず
端
に
し

て
以
て
正
し
、
安
ん
じ
て
以
て
靜
堅
な
れ
ば
、
心
、
解
く
る
こ
と
無
し
。
微
か
に
以
て
氣
を
留
め
ん
と

欲
す
れ
ば
、(

鍼
を)

下
し
て
疾
く
出
だ
す
。
其
の
皮
を
推
せ
ば
、
蓋
し
其
の
外
門
に
、
眞
氣
、
乃
ち

存(

の
こ)

ら
ん
。 

用
鍼
の
要
は
、
其
の
神
を
忘
る
な
か
れ
。 

寫
に
は
必
ず
員
法
を
用
い
る
。
刺
入
時
に
刺
鍼
部
を
撫
で
て
、
気
を
廻
ら
せ
ば
、
患
者
の
気
は
廻

る
。
刺
鍼
時
に
素
早
く
刺
し
て
、
抜
鍼
時
は
ゆ
っ
く
り
と
抜
け
ば
、
邪
気
は
排
出
さ
れ
る
。
そ
の
時

に
皮
膚
を
伸
し
て
、
出
て
く
る
邪
気
を
迎
え
、
押
手
を
搖
ら
し
て
抜
鍼
孔
を
大
き
く
す
れ
ば
、
邪

気
が
速
く
出
る
。 

補
に
は
必
ず
方
法
を
用
い
る
。
刺
入
時
に
刺
鍼
部
の
皮
膚
を
引
い
て
、
刺
鍼
部
を
そ
の
穴
に
当
て

る
。
押
手
は
刺
鍼
箇
所
を
引
き
、
刺
手
で
皮
膚
を
推
し
こ
む
。
微
か
に
鍼
を
旋
じ
て
、
徐
ろ
に
推
し

入
れ
る
の
で
あ
る
。
必
ず
端
正
を
心
が
け
、
心
を
安
ら
か
に
し
て
、
精
神
を
静
堅
に
保
て
ば
、
心
が

解
堕
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
微
か
に
刺
鍼
部
に
気
を
留
め
よ
う
と
す
る
な
ら
、
鍼
は
下
し
た

後
、
す
ば
や
く
抜
鍼
す
る
。
抜
鍼
部
の
皮
膚
を
押
し
込
め
ば
、
皮
下
に
真
気
が
存(

の
こ)

る
。 

用
鍼
の
要
は
、
精
神
集
中
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

●
端
正
【素
問
・
鍼
解
】  

2
3

義
無
邪
下
者
欲
端
以
正
也
。
必
正
其
神
者
欲
瞻
病
人
、
目
制
其
神
、
令
氣
易
行
也
。 

2
3
 

義(

た
だ)

し
く
邪(

な
な)

め
に
下
さ
ざ
ら
ん
に
は
、
端
に
し
て
正
な
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。

必
ず
其
の
神
を
正
す
者
ば
、
病
人
を
瞻
ん
と
欲
し
て
、
目
は
其
の
神
を
制
し
、
氣
を
し
て
易

行
せ
し
む
る
な
り
。 

義
し
く
邪(

な
な)

め
に
鍼
を
下
さ
ぬ
よ
う
に
す
る
に
は
、
端
生
た
ら
ん
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

必
ず
精
神
を
正
し
、
病
人
を
瞻
る
に
は
、
治
療
者
の
目
が(

自
分
の)

精
神
を
制
し
て

い
る
と
分
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
気
を
易
く
廻
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。 
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４ 

形
と
神
・
・
・
「
冥
冥
」
の
世
界
に
出
入
り
す
る
鍼
工
の
神
秘
的
・
超
人
的
能
力 

形
、
神
の
意
味
す
る
と
こ
ろ 

 

 1
0

-2
a
,b

 

岐
伯
曰
く
、
形
を
言
は
む
と
請
ふ
。
形
な
る
か
な
形
、
目
は
冥
冥
な
る
ま
ま
に
其
の

病
む
所
を
問
ひ
、
之
を
經
に
索
※(

も
と)

め
れ
ば
、
慧
然
と
し
て
前
に
在
れ
ど
も
、
按
ず
る

も
得
ず
、
其
の
情
を
知
ら
ず
、
故
に
形
と
曰
ふ
。 

岐
伯
が
述
べ
る
に
は
、
で
は
形
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。
形
と
は
身
体
に
現
れ
る
諸
々
の

事
ど
も
で
あ
り
ま
す
。
目
に
は
全
く
見
え
な
い
ま
ま
、
我
々
は
病
人
の
病
む
所
を
尋
ね
て
い

ま
す
。 

病
所
を
經
脈
に
索
め
る
と
、
そ
れ
は
は
っ
き
り
と
眼
前
に
あ
る
の
に
、
按
じ
て
も
得
ら
れ
ず
、

ど
ん
な
状
態
な
の
か
も
分
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
「
形
」
と
は
、
気
の
働
き
を
除
い
た
、
単
な

る
物
体
と
し
て
の
身
体
で
あ
り
、
物
体
に
お
い
て
気
が
働
き
を
「
形(

あ
ら
わ)

す
」
の
で
す
。 

※
索
は
素
に
通
ず
る
。
し
た
が
っ
て
「
素
問
」
と
は
、
黄
帝
が
岐
伯
に
く
り
返
し
問
い
た
ず
ね

る
こ
と
を
書
名
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 1
0

-3
b

 

岐
伯
曰
く
、
神
を
言
は
む
と
請
ふ
。
神
な
る
か
な
神
、
耳
に
は
聞
ゑ
ず
、
目
、
明
ら
か

に
心
開
き
て
志
を
先
に
す
れ
ば
、
慧
然
と
し
て
獨
り
悟
り
、
口
に
言
ふ
能
は
ず
、
倶
に
視
る

も
獨
り
に
見
は
る
。
適(

ゆ)

く
に
昏
き
を
若
※(

え
ら)

び
て
も
、
昭
然
と
し
て
獨
り
明
る
く
、

風
の
雲
を
吹
く
若
し
。
故
に
神
と
曰
ふ
。 

岐
伯
が
言
う
に
は
、
次
に
神
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。
神
気
な
る
も
の
、
こ
れ
も
妙
な
る

こ
と
こ
の
上
も
な
い
も
の
で
す
。
耳
に
は
聞
え
ま
せ
ん
が
、
目
を
明
ら
か
に
し
、
心
を
開
き
、

五
感
よ
り
も
志
を
先
に
す
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
自
分
の
心
で
悟
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
に
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言
ふ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
誰
か
と
と
も
に
見
て
い
て
も
、
そ
の
人
だ
け
に
見
わ
れ
ま
す
。

暗
い
中
を
選
ん
で
歩
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
そ
の
人
に
だ
け
は
昭
然
と
し
て
明
る
く
、
風

が
雲
を
吹
き
は
ら
う
ご
と
く
に
現
れ
ま
す
。
故
に
神
気
と
言
い
ま
す
。 

※
若 

吾
誰
使
、
先
若
夫
二
公
子
、
而
立
之
。
吾
、
誰
を
か
使
は
し
て
、
先
づ
夫(

か)

の
二
公

子
を
若(
え
ら)

び
て
之
を
立
て
ん
。
私
は
誰
か
を
派
遣
し
て
、
ま
ず
二
人
の
公
子
か
ら
選
ん

で(

晋
王
に)
立
て
よ
う
。<

國
語
・
晉
二･･･

『
漢
辭
海
』> 

 

【 

霊
枢
・
九
鍼
十
二
原 

】  

9
 

麤
は
形
を
守
り
、
上
は
神
を
守
る
、
神
な
る
か
な
神
。 

粗
工
は
刺
す
形
を
守
っ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
上
工
は
鍼
治
に
付
随
す
る
優
れ
た
精
神
を
守
っ
て
刺 

す
。
上
工
の
神
技
こ
そ
、
ま
さ
に
神
威
の
現
れ
で
あ
る
。 

6
3

 

刺
の
要
は
、
氣
、
至
れ
ば
有
効
な
り
。
効
の
信
は
、
風
の
雲
を
吹
く
が
若
し
。
明
ら
か
な 

る
か
な
、
蒼
天
を
見
る
が
若
し
。
刺
の
道
、
畢
ん
ぬ
。 

鍼
治
療
の
要
は
、
気
が
至
れ
ば
有
効
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
徴(

し
る
し)

は
風
の
雲 

を
吹
き
払
う
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
で
、
蒼
天
の
現
れ
る
が
如
く
で
あ
る
。
刺
の
道 

に
つ
い
て
を
畢
る
。 

 

■
三
部
九
候
論
治
療
＝
素
問
派
医
学
の
称
揚 

1
1
 

三
部
九
候
、
之
が
原
を
爲
せ
ば
、
九
鍼
の
論
、
必
ず
し
も
存(

の
こ)

る
こ
と
な
し
。 

三
部
九
候
の
脈
診
と
そ
れ
に
基
づ
く
治
療
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
身
体
に
形
と
し
て
現

わ
れ
る
力
と
、
そ
の
力
の
元
と
な
る
神
気
と
の
源
で
あ
り
ま
す
。
霊
枢
經
に
言
う
九
鍼
の
論

な
ど
は
、
必
ず
し
も
今
後
存(

の
こ)

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

■ 

「
神
乎
神
」
に
つ
い
て 

孫
武
『
兵
法
』
虚
実
第
六 

神
乎
神
乎
、
至
於
無
聲
、
故
能
爲
敵
司
命
。 

神
な
る
か
な
神
な
る
か
な
、
無
聲
に
至
る
、
故
に
能
く
敵
の
司
命
を
爲
す
。 

神
秘
、
神
秘
、
最
高
の
境
地
に
は
何
の
音
も
な
い
。
そ
こ
で
敵
の
運
命
の
主
催
者
に
な
れ
る

の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

岩
波
文
庫 

金
谷
治 

訳> 

  

神
字
解 

・
・
・
天
の
神
、
精
神
の
す
ぐ
れ
た
働
き 

申 
 
 
 

神 
 
<

い
ず
れ
も
金
文> 

申
は
電
光
が
斜
め
に
屈
折
し
て
走
る
形
で
、
神
威
の
現
れ
る
と
こ
ろ
。
説
文
に
「
天
神
な
り
」

と
し
、
「
萬
物
を
引
き
出
す
も
の
な
り
」
と
、
神
・
引
の
畳
韻
を
も
っ
て
訓
ず
る
。 
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神
は
天
神
で
祖
霊
を
含
む
こ
と
は
な
く
、
人
の
霊
に
は
鬼
と
い
う
。
神
事
の
み
で
な
く
精
神

の
は
た
ら
き
や
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
神
爽(

し
ん
そ
う)

・
神
悟
の
よ
う
に
言
い
、
人
智

を
越
え
る
も
の
を
神
秘
と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

<

白
川
静
『
字
統
』> 

霊
枢
の
「
神
乎
神
」
は
、
当
然
、
孫
子
に
あ
る
「
神
乎
神
乎
」
の
乎
字
を
ひ
と
つ
除
い
た
も

の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い(

押
韻
の
た
め
か)

。
義
は
「
神
な
る
も
の
か
な
、
神
な
る
も

の
か
な
」
で
あ
ろ
う
。 

「
神
」
は
、
白
川
先
生
の
説
く
よ
う
に
、
精
神
の
働
き
の
優
れ
た
も
の
、
人
智
を
超
え
た
も

の
、
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。 

「
神
乎
神
」
を
こ
の
ま
ま
霊
枢
の
文
脈
に
沿
っ
て
読
む
な
ら
、
下
の
神
は
「
上
工
の
神
技
」
、

上
の
神
は
「
人
智
を
超
え
て
す
ぐ
た
も
の
」
と
読
む
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

風
信
雲
書
自
天
翔
臨 

披
之
閲
之
如
掲
雲
霧
。
兼 

風
信
雲
書
、
天
よ
り
翔
臨
す
。
之
を
披(

ひ
ら)

き
、
之
を
閲
す
る
に
、
掲
せ
る(

蓋
、
覆
い
、

幕
な
ど
を
開
け
る)

如
く
に
雲
霧
す
。   

 
 
 
 
 
 
 
 

〈
空
海
「
風
信
帖
」
よ
り
〉 

風
に
乗
っ
た
、
雲
に
乗
っ
た
御
僧(

最
澄)

か
ら
の
信(

た
よ
り)

が
、
天
を
翔
ん
で
私
の
許
へ

参
り
ま
し
た
。
開
き
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
幕
を
開
け
た
よ
う
に
御
僧
に
対
す
る
気
持
ち
が
晴

れ
ば
れ
と
致
し
ま
し
た
。 

  

５ 

結 

語 

以
上
、
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
八
正
神
明
」
と
は
、
時
節
に
よ
っ
て
変
る
風
を
詳
し
く
観

測
し
、
ま
た
邪
風
を
避
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
々
の
人
々
の
神
、
す
な
わ
ち
精
紳
の

働
き
の
う
ち
の
優
れ
た
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
治
療
者
に
お
い
て
も
、

自
分
の
神
を
高
潔
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 


